
 

 

 
公益社団法人日本介護福祉士会 

平成 27 年度 認知症専門研修開催要綱（案） 
 

１．趣旨 
   介護福祉士の専門性を基盤として、認知症の人の生活の理解、医学的理解、心理的理解、コミュニケーシ

ョン及び介護の基本・原則等に関する知識、技能を向上させ、認知症の人に対する生活支援の介護サービス

の充実を図るために、本事業を実施する。 
 
２．開催日時（全 10 回、23 日間の予定） 
  第 1 回：平成 27 年 11 月 7 日（土）10：00～17：00 
          平成 27 年 11 月 8 日（日）10：00～17：00 
  ※第 2 回以降は講師と調整中 
 
３．会場 
  日本介護福祉士会 2 階会議室 
  〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-22-13 西勘虎ノ門ビル 2 階 
  TEL：03-3507-0784 
 
４．研修時間 
  合計３００時間 ① 講義及び演習 １４０時間  ② 自職場実習 １６０時間 
  ※やむを得ない事情により欠席した場合、３年以内に全科目を修了するものとする。 
 
５．受講要件 

以下の３項目全てを満たしている者。 
  ① 介護福祉士資格取得後５年以上の実務経験を有する者。 
    （実務経験は介護の業務とし、介護支援専門員、相談員等の業務は含まない。） 
  ② 現に介護施設、認知症グループホーム、訪問介護事業所等で日常的に認知症ケア 

を実践している者。 
  ③ 生涯研修制度に位置付けている「ファーストステップ研修」を修了している者又 
    は生涯研修制度に位置付ける研修を 150 時間以上（100 ポイント以上）修了して 
    いる者。 
 
６．受講定員 
  ３０名（受講者の決定に際しては、日本介護福祉士会会員を優先させていただきます。） 
 
７．参加費用（資料代を含む） 
  ・日本介護福祉士会会員  ９５，０００円 
  ・その他        １８０，０００円 
 



 

 

８．修了者の到達目標 
  ① 認知症の人の尊厳を十分に理解し、尊厳を支える具体的な介護ができる。 
  ② 介護過程の展開を適切に行うことができる。 
    （ニーズ把握、介護計画作成、実施、評価） 
  ③ 自職場で部下や後輩に認知症とそのケアについて説明できる。 
  ④ 自職場の認知症の人の介護についての課題を解決できる。  
 
９．研修内容 

別紙参照 
 
10．修了認定について 
  日本介護福祉士会において、①研修修了後の認定試験、②自職場実習終了後のレポー 

ト（テーマは後日提示）によって修了認定を行い、修了者には日本介護福祉士会会長 
より認定証を発行する。 

 
11．申込方法 
  別紙申込用紙に必要事項をご記入のうえ、平成２７年１０月１６日（金）までに都道 
  府県介護福祉士会あてにＦＡＸにてお申し込み下さい。 

日本介護福祉士会にて受講者決定後、ご自宅あてに受講決定通知及び参加費用振込用紙を送付いたします。 
 
12．お問い合せ 
  公益社団法人日本介護福祉士会 事務局（担当：神田、金子） 
  TEL：０３－３５０７－０７８４ 
  FAX：０３－３５０７－８８１０ 
  MAIL：webmaster@jaccw.or.jp 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
９．研修内容 

日程 科目名 時間 主な内容 講師 

11/7(土) 

本研修を受講にあたって 

（オリエンテーション科目） 6 

①研修のねらい、進め方 
②グループワーク方法論 
③事例のまとめ方 

公益社団法人日本介護福祉士会 
 副会長 内田 千恵子 
東洋大学社会学部社会福祉学科 
 助教 丸山 晃 氏 

11/8(日) 
認知症の人の生活の理解 

6 
①生活とは何か 
②認知症が及ぼす生活への影響 
③環境が及ぼす影響 

公益社団法人日本介護福祉士会 
 副会長 内田 千恵子 

調整中 

認知症の人の共感的理解 

12 

①認知症の本質と生きる意味の理解（スピリ

チュアリティ） 
②同じ人として出会うために 
 １）喪失体験の理解 
 ２）心身的状態の変調の理解 
③その人らしさについて 

特定非営利活動法人ホッとスペース中原 
  代表 佐々木 炎 氏 

調整中 

高齢者のこころとからだ 

18 

①認知症を引き起こす疾病について 
②認知症の中核症状、周辺症状 
③ＢＰＳＤ 
④認知症の治療 

社会福祉法人恵仁福祉協会 
高齢者総合福祉施設 アザレアンさなだ    
総合施設長 宮島 渡 氏 

調整中 

認知症の人の介護の基本、原

則 20 

①認知症介護の現状 
②認知症の人の尊厳と倫理 
③認知症の進行と状態に応じた具体的な介護 
④環境、関係を支援すること 

医療法人弘遠会 企画調整室 
 教育研修部長 犬塚 久美子 氏 

調整中 
認知症の人の心理的理解と

コミュニケーション 
12 

①認知症の人とのコミュニケーションとは 
②様々なコミュニケーション技術 
③「気づき」と「ニーズ」について 

大阪大学大学院 人間科学研究科 
 教授 佐藤 眞一 氏 

調整中 
介護過程の展開 

24 

①介護過程の意義と目的 
②生活に視点をおいたアセスメント 
③生活支援のための介護計画 

東京福祉専門学校 介護福祉科 
 教授主任 白井 孝子 氏 

調整中 

サポートネットワーク 

12 

①介護保険制度と認知症の人の支援 
②認知症の人の社会的・地域的支援体制 
③医療・福祉との連携 
④家族への支援や関わり 
⑤認知症の人の権利擁護 

湘南ホームフレンド逗子居宅介護支援事業所 
管理者 坂本 文典 氏 

調整中 
職員への教育方法 

6 
①職員教育の理論と実際 
②チームケアの理論 日本大学文理学部 心理学科 

 教授 内藤 佳津雄 氏 

調整中 
事例検討 

24 
①事例検討の方法 
②事例検討のまとめ方 
③事例検討の活用方法 

日本大学文理学部 心理学科 
 教授 内藤 佳津雄 氏 

 



平成２７年６月１１日 
 

公益社団法人日本介護福祉士会 
 

 
認知症介護の研修について 

 
○認知症介護実践研修（認知症介護実践者研修及び認知症介護実践リーダー研修）につい

ては、都道府県の行う事業となっているが、都道府県からの委託等に当会支部の一部は研

修の実施主体となっている。 
 ・公益社団法人新潟県介護福祉士会 
 ・一般社団法人富山県介護福祉士会 
 ・一般社団法人石川県介護福祉士会 
 ・公益社団法人大阪介護福祉士会 
 
○また、今年４月には、厚生労働省老健局高齢者支援課 認知症・虐待防止対策推進室から、

「認知症介護実践者研修及び認知症介護実践リーダー研修事業への協力について（依頼）」

の文書により、各都道府県と連携のうえ当該研修の実施主体として協力する旨の依頼があ

り、当会としても積極的に協力することとしている。 
 
○介護福祉士のキャリアアップの一環として取り組んでいる「介護福祉士ファーストステ

ップ研修」修了者を、認知症介護実践者研修修了者としてみなす「読み替え」の対象とな

っている支部もある。 
 ・公益社団法人長野県介護福祉士会 
 ・一般社団法人静岡県介護福祉士会 
 ・一般社団法人愛知県介護福祉士会 
 
※ともに平成 26 年度実績。 
 
○各４７都道府県支部で認知症介護についての研修を実施している。 
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